
第Ⅵ章総合考察

畜産業から排出される家畜排溌物は，膨大なバイオマ

ス趣と肥料成分杜に相当するため，有力な循環資源とな

っている．三島ら（2009）の賦算では，国内における

家畜ふん尿，下水汚泥及び食品廃棄物の窒素堂は，それ

ぞれ年間当たり680ＧｇＮ，l06GgN及びl85GgNに運

しており，畜産排世物由来の窒素が突出して多いことが

示されている．従って，家畜排池物が利用されずに廃棄

されたり，環境容孟を超えて農地に施用された場合は，

窒素の環境負荷は極めて甚大なものになる．近年では，

このような家畜排池物の資源特性が広く理解され，農地

還元に際して環境対策が重視されるようになっている

（熊海，１９９３；松中ら，2009)．有効利用と環境管理を

両立させた家畜排世物の再資源化技術は未だ確立されて

いないが，最近になって漸く，液状の家畜排世物である

尿尿排液に関して，窒素浄化能が高い水質浄化法（金，

2004）の開発が進められ，その中で浄化の際に生じる

結晶化物の肥料利用（鈴木ら，２００１；上山ら，2008）

といった環境に配愈した資源化技術が検肘されている．

一方，固形の家畜排池物である家畜ふんでは，堆肥化に

伴う臭気やアンモニア及び亜酸化窒素の発生抑制

（FukumotOら，2006）など大気環境に関する研究は

進展しているものの，水環境の保全に関わる新たな再資

源化法や利用技術の道筋は開けていない状況にある．こ

のような背景から，本鎗文では，水環境の窒素負荷の低

減が期待できる家畜ふんの炭化に蒲目し，研究材料とし

て牛ふん炭を取り上げた．その結果，牛ふん炭はリン酸

とカリ肥料の代替として有効であること，高濃度の含有

塩類による塩類集積が問題になること，改善策として除

塩炭化物の利用が有効で，級効性リン酸資材として使え

ることなどが本研究によって明らかとなった．また，本

研究を通して，家畜排池物の農地還元を目的とした再資

源化においては，ｉ）環境負荷低減管理，ｉｉ）塩類集稲

対策，iii）再資源化物の価値向上といった３条件を満た

すことの重要性が改めて露織された．本章では，これら

の視点から，各章の研究結果を横断的に検証し，牛ふん

炭の再資源化資材としての特性や有用性を考察すること

とした．考察の概要は第６－１図に示したとおりであり，

以下に各騰を展開する．
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第６－１図家畜排池物の再資源化における牛ふん炭の位皿づけと特徴

注）家畜排池物堂は三島ら（2009）の調査による。
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